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保, 大野, 伊知地） 
 マイクロ波、テラヘルツ波等に比べ高い搬送波周波数を有する近赤外光領域において、外場に対
し磁気共鳴を有し、負の誘電率、負の透磁率を同時に発現し得るメタ原子の構造として最も有用な












































波長 1.55 µmのフェムト秒レーザー（1 kHz, 120 fs, 50 µJ/pulse）である。導波路内の電場を可視化す
るため試料表面に蛍光薄膜を塗布し、表面電場による2光子励起蛍光を対物レンズおよびEM-CCD
カメラを用い画像化した。ポンプ-プローブ法によりSPPパルスの導波を動的に可視化した結果、導
波路の曲げに沿ったSPPの伝搬が確認され、また、直線部分でのSPPの群速度が1.72 ൈ 10଼ ሾm/sሿ
（FDTD シミュレーションによる群速度：1.71 ൈ 10଼ ሾm/sሿ）と決定された。尚、本研究の試料作
製は筑波大微細加工プラットフォームで行った。 
 
























4例（0.5-3.0 V (1st)、0.5-3.0 V (2nd)、0.5-3.5 V (3rd)、0.5-3.5V (4th)）抜き出すと以下のようになる。
１回目（1st）のVset掃引では、初期状態（RESET相）の抵抗値約 12 kΩからVsetの増大と共にRread
は少しずつ減少し、Vset = 2.9 Vで非連続的な急峻な減少を示した。この抵抗値のとびはGSTセルの
RESET 相から SET 相への相転移を示したものと考えられる。2 回目（2nd）の Vset掃引では、セル
のSET 相への転移を反映し、掃引開始時のRread値が 3.7 kΩと相転移前の 1/3 以下に低減した。Vset
掃引の間Rreadには不連続的な変化はなく、安定した相状態が示唆された。最大電圧を 3.5 V まで上
げた 3 回目（3rd）の Vset掃引では、Vsetを約 2.5 V まで上昇させたところで Rread値が増大に転じ、
約 2.7 Vでの不連続な抵抗値のジャンプを経てVset = 3.5 Vに達するまで増大し続けた。この間に、
GSTセルのSET相からRESET 相への相転移（再RESET化）が進行したと考えられる。4回目（4th）
の電圧掃引では、掃引開始時のRread値は再び12 kΩまで増大しておりRESET相の回復が示された。



















タン･サファイア再生増幅器（1 kHz, 800 nm, 0.5 mJ/pulse）の出力で光パラメトリック増幅器（OPA）
を励起し、さらにシグナル光およびアイドラー光をAgGaS2結晶に集光して得た差周波（DFG; 1kHz, 
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